
矢作川森の健康診断実行委員会

（一社）　おしかリンク

森づくりの健康診断プロジェクト

牡鹿半島流域環境再生プロジェクト

 愛知県、岐阜県、他

 宮城県

活動地域

活動地域

イベント参加者 60 人

地図精査境界杭確認 40 地点

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 60 ％

森林マップ作成 450 ha

ニホンジカ密度調査 2 か所

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 20 ％

知識の提供・普及啓発

つづける助成

1年目

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
「森づくりガイドライン」のために現場森林技能者が
自発的に集まり、研究者とともに現場目線からの水
源林づくり作業のありようについて、一つ一つ課題
の掘り下げから解決まで忌憚なく話し合える場を定
期的に設けることができた。
「森の健康診断」を恵那市串原地域で実施することに
なった。今回は500mグリッド交点の山主を特定して
同意を得て実施し、さらに分析結果を還元すること
に挑戦する。素人山主と研究者、現場森林技能者そし
て一般市民が協力して水源の森を科学と五感で体験
する森の健康診断の準備が整った。

活動内容と成果
本年度は、ニホンジカ食害対策の検討と、山林所有者
等の把握や意向調査の実施に重点をおいた計画とし
た。ニホンジカ密度調査であるREM法を習得し、最
大64.5頭/km2という数字が得られ、適正な森林環境
を維持する約20～30倍もの頭数がいることが分かっ
た。次年度以降も継続調査し、数値の確度の向上を図
る。山林所有者については、およそ450ha分、666筆
の所有者を把握し、約5ha分の地権者協力が得られ
た。新型コロナウイルス禍において意向調査が予定
より進められなかったため、次年度以降、山林所有者
の意向調査に力をいれる。

課　題
山林所有者自身の林業への無関心と、現場に精通す
るものの学ぶ機会の少ない森林技能者と、それを憂
う心ある研究者たちの学習と交流の場がないこと。

目　標
市民と研究者の協働による「森の健康診断」を実施
し、研究者と現場森林技能者の協働による「水源の森
づくりガイドライン」を作成する。

課　題
ニホンジカの食害と林業の衰退によって放置された
人工林により、森林の多面的な公益機能が衰退して
いる。

目　標
牡鹿半島の荒廃した針葉樹林や裸地を複層混交林と
して再生し、または広葉樹林へと転換することで生
物多様性環境が創出され、また、人の暮らしの資源と
して活用されている。
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森の健康診断研修会森の健康診断研修会

ニホンジカの密度調査の様子

ガイドラインづくりMTGのガイドラインづくりMTGの
フィーフィールドワークルドワーク

採取した種をまく様子採取した種をまく様子

①ガイドラインづくりのための会議を定期開催化し、実践的ガイドラインを編集
発行する　②素人山主も都市住民も人工林と林業現場技能者への理解を深めて豊
かで安全な水源の森づくり応援団になる

苗木生産や山林への試験植樹等、実践に重点をおき計画を実施する。また、ニホン
ジカ食害環境下において、下層植生回復の手法が課題であり、調査研究も継続し、
ニホンジカ食害環境下における再生モデルを構築したい。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍で会議や学習
会等の開催日程の調整や会場確保に
苦労した。

■工夫した点
屋外での活動を増やした。

■苦労した点
山林の区画が予想以上に細かく、山
林所有者の人数が多いため、想定よ
り多くの労力がかかった。

■工夫した点
委託した専門調査も全て同行し、調
査スキルの向上を図り、自立的な活
動へつなげられるように心がけた。
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